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大矢　BJPの選挙戦術をどう見るか。
博士　地方を軽視した部分はある。中央でよいリーダー
であっても、それだけでは駄目で、その州において信頼
されるローカルリーダーを前面に出さなければ州議会で
勝つことは難しい。BJPのアミット・シャー総裁は、モ
ディ首相の人気だけで選挙を戦おうとして失敗した。イ
ンドは言語も伝統も文化も州により異なる。これは他の
国とは違うインドの民主主義の特徴といえるだろう。

また、「開発」という最も大事なテーマにおいて、BJP
は選挙戦術のうえでぶれてしまった。アミット・シャー
総裁が選挙中に「BJPが破れたらパキスタンが喜ぶ」と
発言したが、こうした宗教カードはBJPにマイナスに働
いた。むしろ、対抗するJD(U)のニテッシュ・クマール
のほうが、安易にカースト・宗教カードを切らずに、ビ
ハール州首相としての開発の実績をしっかりと強調して
いた。

大矢　モディ首相の改革路線が否定されたわけではない
と考えてよいか。
博士　改革路線が否定されたとは思わない。むしろ改革
の成果が不十分だった。多くの人々は改革や開発をしっ
かり成し遂げる政治を求めている。ビハール州において
はニテッシュ・クマールの実績が評価されたといえる。

大矢　選挙結果の原因は改革ではないが、逆に結果は
改革に影響するおそれはないか。ビハール州選挙の結果
を受けて、INCを含めた中央の野党は勢いづいており、
今後の改革法案の行方が懸念される。
博士　そうしたおそれは確かに
ある。土地収用法の改正はすで
に厳しい状況であり、またGST

（物品サービス税）の導入にも悪
影響がないか懸念される。しか
し、このような立法措置を必要と
する改革以外に、行政府で実行
できる多くの改革がある。たとえ
ば、インドには25以上の多くの公
的商業銀行があり、これらのパ
フォーマンスはよくない。政府は
公的商業銀行に資本注入を行っ
ているが、そうした手段よりも、
多数ある公的商業銀行を５～６
行にまとめて効率を高めるほうが
有効な対策と考えられ、このため
の立法措置は不要であり行政の
判断で実行できる。これは一例で

あり、政府として実行可能な改革はまだまだある。

大矢　マクロ経済についてうかがいたい。インフレは鎮
静化し、財政赤字も縮減し、経常収支の赤字も大幅に改
善した。マクロは大変よいという印象をもっているが、
博士のお考えは。何か懸念点などあるか。
博士　２年前の2013年11月には、インドはフラジャイル
５のひとつといわれていたが、２年を経た現在は財政も
経常収支もよく、外的ショックへの耐性も高まっている。
ただ懸念点がないわけではない。民間による国内投資が
不十分な点は心配な要素。海外からの直接投資は、
2010年、2011年に比べればまだ少ないものの、最近は
順調に増加してきている。問題は国内投資。原因は、需
要に対して生産能力が過剰なことであり、政府が需要を
喚起することが必要。そうしなければ7.5％の経済成長
率は達成できない。関連するが、輸出が11カ月連続で減
少しているのも懸念点。輸出産業は比較的労働集約的で
あり、雇用拡大には輸出を増やすことが重要。雇用を
しっかりと増やさなければ、若者が多いというインドの
強みが逆に不安定要因ともなる。農業の成長率が低い点
も気がかり。２年連続でモンスーン時の降雨量が不十分
だった点も影響している。

大矢　政府が需要を喚起すべきという点は具体的にはど
のような政策手段を想定しているのか。政府支出を単純
に増やすという政策では、また財政赤字が増加して対外
的な信任の問題も生ずるのではないか。
博士　金融緩和も必要だが、自分は積極的な財政出動
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を行うべきだと考える。世界的
にも需要が伸び悩んでおり、中
国の景気も減速傾向のなかで、
国内需要増加のためには財政赤
字の拡大を甘受して政府支出を
増やすべき。もちろん、何に支
出をすべきかはしっかり吟味す
べきであり、インフラや住宅と
いった分野への投資を増やすべ
き。FRBM（財政責任予算管
理法）の枠組みに基づく財政赤
字削減計画においては、本年度

（2015年度）は対GDP比3.9％、
16年度は3.5％、17年度は3.0％
という目標を掲げているが、こ
れを緩めて、15年度は4.2％、
16年度は3.8％とし、さらに3.0％達成年度を１～２年遅
らせてもよいと考える。アジア通貨危機の直後に、IMF
が景気後退期にもかかわらず引き締め政策を強要して経
済の落ち込みを加速させたが、インドは柔軟な財政政策
を採用すべき。

大矢　アジア通 貨 危 機の際に米国の経 済 学 者が
“confidence game”という表現を用いて、仮に積極的財
政政策が望ましくても、格付機関を含めた外部が財政赤
字の数字に着目している場合に、数字の悪化は格付低下
や投資家の信認低下を招き、それは資本流出を含めて経
済のさらなる悪化を生み出すというジレンマを指摘して
いた。BBBマイナスと投資適格ぎりぎりのインドにはそ
うした懸念はないか。
博士　格付機関に支配される必要はない。インドは対外
債務の比率は低く、国内の貯蓄率も高い。需要不足のと
きに財政引き締めというナンセンスは避けて、財政赤字
３％以下という目標への達成ペースを遅らせても全く問
題ないと考える。

大矢　２桁を超えていたインフレ率を５％前後まで沈静
化させたRBI（インド準備銀行）のラグラム・ラジャン
総裁は内外での評価が高いが、博士の見解は。
博士　ラジャン総裁はよい仕事をしていると思う。イン
フレを抑えマクロ経済を安定化させ、インドがフラジャ
イル５から脱するのに貢献した。ただ、今後はもっと革
新的である必要がある。政府の外の機関ということでは
なく、政府とともに国内投資を増やすために協働すると
いう姿勢が必要。インフレターゲットで経済のアンカー
になるというのはよい点だが、同時に、雇用創出がなけ

ればインドは発展できない。政府からの独立性を過度に
強調するのではなく、政府部門の一部として首相ととも
に行動する必要がある。

大矢　米国のFRBのように通貨価値の安定とともに雇用
についても目標に入れるべきとお考えか。その場合に、
インドの失業率統計に問題があることをどう考えるか。
博士　インドにおいては雇用の観点は金融政策実施
に当たりきわめて重要。現在提案されているIndian 
Financial Code注においても中央銀行の目標を通貨価値
の安定のみとしているが、これに加えて、雇用と金融シ
ステムの安定も加えるべきと考える。なお失業統計の改
善、特に迅速な発表は重要。

注：Indian Financial Codeは、金融セクターの規制や金融政策の枠組みを
定める法律案。金融政策については金融政策委員会（Monetary 
Policy Committee）の導入なども盛り込んでいる。

大矢　次に外交についてうかがいたい。モディ首相は、
インドに利益をもたらすすべての国との関係深化を図る
べく積極的に首脳会談に臨んでおり、大変な現実主義者
との印象をもっているのだが、モディ外交への評価は。
博士　平均点か、平均よりも少し低い点数。まずは、モ
ディ首相自身がグジャラート州首相の時代に最高の外交
は強い国内経済と言っていたが、それがまだ十分ではな
いこと。また近隣国を重視するということで南アジア外
交は当初は良好だったが、パキスタンとの関係は期待通
りには進まず、またネパールとの関係は悪化した。

大矢　ネパールの憲法改正に対するモディ首相の対応
は、介入しすぎとみるか、あるいは介入が遅すぎたとみ
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るか。また、パキスタンとのかかわり方についてはどの
ようにみているか。
博士　介入が遅すぎる。加えて、大声で介入したために、
ネパール全体でインドに対する反発が強まってしまっ
た。ネパールの抱える複雑さを十分理解できていなかっ
た。また、パキスタンはインドにとって難しい国だが、
問題は、パキスタンに対する明確な方針がないこと。融
和と強硬を行ったり来たりしている。最近インドはテロ
に対抗する世界的同盟を唱えているが、パキスタンはこ
れを自国に対するインドの攻勢と受け止めて警戒してい
る点は注意しておく必要がある。

それ以外にも、実力以上の外交をしようとしている点
がモディ外交の問題。安全保障理事会の常任理事国ス
テータスの獲得にしても、インドにはまだそれにふさわ
しい十分な国力がない。デリーで外交政策をつくってい
るとこうなってしまうが、デリーから20kmのウッタルプ
ラデシュ州のガージアバードに行けば、未整備のインフ
ラ、多くの物乞いなど、貧しいインドの都市の現実の姿
がそこにある。1980年代の中国がそうしたように、今の
インドは自分を実力以上に大きく見せるのではなく、謙
虚に外交しつつ着実に国力を高めることこそ必要。ガー
ジアバードで外交を考えるべきであろう。

大矢　米国、日本、中国との関係はどうか。
博士　米国、日本ともに重要な友人。ただ、米国につい
ては重要な国ではあるがアグレッシブな国であり、イン
ド人の中に一定の警戒感があることは否定できない。こ
れに対して日本についてはより親しみを感じているとい
える。安倍総理とモディ首相の信頼関係も深い。ただ、
米国にもそういう部分があるが、日印経済関係について
はよいお話（good talk）は多いものの、実際のビジネ

スへの転換はまだまだ不十分であり、企業の進出を含め
てもっと多くのことが実現するのを期待している。

中国に関しては、インド側の対抗意識が関係深化の邪
魔をしている。経済的には中国のほうが数倍も大きいの
だから、意地を張らずに兄（big brother）として受け
入れることで、もっと多くの利益をインドは得ることが
できる。対中貿易赤字を減らすために中国からの直接投
資を歓迎すると言いながら、少しでもセンシティブな分
野だと投資を拒絶する姿勢は矛盾している。

大矢　10年後の2025年にインドはどのような国になって
いると思うか。
博士　予測は簡単ではないが、経済的にははるかに大き
い存在になっていよう。実質７％成長であっても、10年
後にはGDPは現在の２倍。それより高い成長も十分見
込まれ、その場合には今日の２倍以上の経済が出現して
いる。大きな下振れの可能性は低いものの、宗教などに
基づく衝突が頻繁に生じれば、そうした社会的な不安が
経済活動に大きな悪影響を与え、５％、４％といった低
成長も生じ得る。そうならずに、高い成長を遂げて人々
が豊かになることを期待している。

大矢　本日はお忙しいなか、さまざまなお話をお聞かせ
いただき感謝。ぜひ10年後に、より豊かになったインド
でまたお話をおうかがいしたい。
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